
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
妻
と
ク
マ

一
文
字
違
い
で

家
に
住
む
）
（
過
去
の
も
の

髪
と
小
遣
い

出
世
道)

 

（
火
の
用
心

タ
バ
コ
に
ス
ト
ー
ブ

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
（
身
に
染
み
た

自
然
の
猛
威

人
の
愛
）

コ
ス
ト
高
等
の
問
題
も
あ

る
が
昨
年
よ
り
企
業
業
績

は
良
い｣

、
中
央
は
中
旬

に
山
場
を
迎
え
る
が｢

組

合
員
の
た
め
に
闘
っ
て
行

こ
う｣

等
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
白
川
連
合
新

潟
副
会
長
（
日
教
組
・
新

教
組
）
が
連
合
新
潟
春
季

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉

協
議
会
が
主
催
す
る｢

な

が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

セ
ミ
ナ
ー｣

は
、
３
日
と

５
日
に
３
回
の
講
演
を
開

き
、
延
べ
２
０
６
人
が
参

加
。｢

感
動
と
活
動
へ
の

糧｣

を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。３

日
の
講
演
は
〈
そ
の
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で
進
行
し
た
。

矢
島
議
長
が
開
会
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
賃
金
が

上
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
責

任
へ
の
対
応
、
コ
ロ
ナ
禍

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
等
に
よ
る
経
営
側
の

理
論
等
を
述
べ
な
が
ら

｢

交
渉
し
な
け
れ
ば
益
々

疲
弊
す
る｣

、｢

原
油
高
、

連
合
中
越
地
協
は
、
３

月
４
日(

金)

午
後
６
時
か

ら
２
０
２
２
春
季
生
活
闘

争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起

集
会
を
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
２

年
続
け
て
規
模
縮
小
。
当

日
は
約

70
人
が
長
岡
市

立
劇
場
小
ホ
ー
ル
に
集

い
、
野
田
副
議
長
の
司
会
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と

支

援

を

90

分

程

講

演
。｢

ト
ラ
ウ
マ
の
悩
み

を
お
た
が
い
に
隠
さ
な
い

こ
と
や
、
心
を
開
き
本
音

の
理
不
尽
を
み
つ
め
、
自

分
ら
し
く
生
き
、
伸
び
る

道
を
探
し
、
つ
ぶ
さ
れ
な

い
で
生
き
抜
く
自
分
に
気

づ
き
、
理
解
と
共
感
し
合

え
る
出
会
い
が
大
切
」
な

ど
と
話
さ
れ
た
。

体
か
ら
協
力
い
た
だ
い
て

い
る｣

こ
と
を
紹
介
、
運

営
団
体
の
荻
野
さ
ん(

地

区
労
福
協
幹
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な

が
お
か
代
表)

は｢

暴
力
、

虐
待
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い｣

こ
と
を
強
調
し
た
。

渡
辺
久
子
氏
は
、
親
と

子
ど
も
の
心
の
響
き
あ

い
、
支
援
す
る
側
の
内
省

的
貧
困
、
関
係
性
貧
困
、

経
験
的
貧
困
な
ど
多
様
な

貧
困
が
存
在
す
る
こ
と
。

そ
の
課
題
解
決
に
は
、
１

人
で
は
な
く
、
地
域
で
思

い
を
一
緒
に
す
る
人
と
子

ど
も
食
堂
を
や
っ
て
い
る

こ
と
。
長
岡
市
は
、
子
ど

も
食
堂
運
営
に
対
し
、
補

助
金
を
支
給
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

５
日
午
後
か
ら
は
、

｢

親
と
子
ど
も
が
逆
境
を

生
き
抜
く
た
め
の
力
と

は
…｣

の
講
演
。

最
初
に
中
澤
副
会
長

(

労
働
金
庫
長
岡
支
店
長)

が｢

労
福
協
の
目
指
す
安

心
・
共
生
の
社
会
の
実

現
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
運
営
団

や
、
議
員
、
行
政
関
係
者

な
ど
今
ま
で
に
な
い
市
民

層
の
集
い
と
な
り
ま
し

た
。５

日
の
午
前
は
、
映
画

｢

こ
ど
も
食
堂
に
て｣

の
上

映
と
市
内
の
子
ど
も
食
堂

の
運
営
等
を
報
告
。

開
会
に
あ
た
り
板
倉
副

会
長(

こ
く
み
ん
共
済
ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
中
越
支
所
長)

が

｢

コ
ロ
ナ
禍
で
職
を
失

い
、
子
ど
も
に
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
や
、
映
画
を

見
て
こ
の
よ
う
な
事
へ
の

家
族
の
話
し
合
い
に
期
待

し
た
い｣

旨
を
挨
拶
。

約
２
時
間
の
上
映
は
、

こ
ど
も
食
堂
を
舞
台
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る｢

愛
に
あ

ふ
れ
る
親
子
の
物
語｣

。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

に｢

今
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
何
？｣

を
問
う

た
。
涙
な
し
で
は
見
れ
な

い
も
の
で
し
た
。

続
い
て
、
佐
竹
さ
ん

(

子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク)

と
平
沢
さ
ん(

長

岡
市
子
ど
も
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー)

が
、
長
岡
市
内
の

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
報

告
。
現
在
市
内
に
は

14

箇
所
あ
る
こ
と
や
、
貧
困

に
は
経
済
的
貧
困
、
時
間

生
活
闘
争
方
針
を
説
明
。

そ
の
後
は
、
各
組
織
決

意
表
明
。
山
田
有
希
さ
ん

(

自
治
労
・
県
職
労
）
、

栗
林
静
香
さ
ん
（
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
・
岩
塚
製
菓
労

組)

、
竹
内
美
保
さ
ん(

Ｊ

Ａ
Ｍ
・
大
原
鉄
工
所
労

組)

、
福
元
大
作
さ
ん(

日

教
組
・
新
教
組)

、
安
田

亮
介
さ
ん(

Ｊ
Ｅ
Ｃ
連

合
・
石
油
資
源
開
発
労

組)
が
決
意
を
述
べ
た
。

終
盤
は
、
猪
股
副
議
長

が
集
会
ア
ピ
ー
ル
、
小
堺

副
議
長
が
閉
会
挨
拶
、
矢

島
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
闘
う
決
意
を
固
め

あ
っ
た
。

１
〉
で
報
告
し
た
が
、
ス

ポ
ー
ツ
で
地
域
活
性
化
。

新
潟
を
世
界
一
の
ワ
ク
ワ

ク
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う

に
、
ド
ー
ム
を
建
設
し
て

「
ド
ー
ム
を
中
心
に
し
た

新
潟
の
魅
力
を
発
信
。
地

域
の
活
性
化
と
魅
力
の
結

集
を
は
か
る｣

こ
と
で
し

た
。
市
外
か
ら
の
参
加
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春
季
生
活
闘
争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集
会

山
場
に
向
け
闘
う
決
意
固
め
あ
う

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
報
告
そ
の
２

５
日
は
映
画
上
映
と
報
告
や
渡
辺
久
子
氏
の
講
演

 

最
近
日
が
伸
び
、
日
中
も
暖
か

く
、
よ
う
や
く
冬
の
季
節
が
終

わ
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
日

が
続
い
て
い
る
。
私
は
こ
こ
数

年
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
目

が
か
ゆ
く
な
り
、
目
薬
が
手
放

せ
な
い
。
お
そ
ら
く
軽
度
の
花

粉
症
な
の
だ
と
思
う
。
皆
さ
ん

の
中
に
で
も
、
鼻
づ
ま
り
、
く

し
ゃ
み
、
目
の
か
ゆ
み
な
ど
で

お
悩
み
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
今
の

時
期
の
花
粉
症
の
大
半
は
ス
ギ

花
粉
が
原
因
で
あ
る
。
ス
ギ
は

日
本
固
有
種
で
あ
り
、
本
州(

青

森
県)

か
ら
、
四
国
、
九
州
の
屋

久
島
ま
で
分
布
し
、
主
に
山
地

に
自
生
す
る
。
ス
ギ
は
成
長
が

早
く
、
伐
採
→
再
造
林
→
伐
採

と
い
う
森
林
サ
イ
ク
ル
を
続
け

や
す
い
と
さ
れ
、
日
中
戦
争
や

太
平
洋
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
大

量
の
木
材
が
軍
需
物
資
と
し
て

消
え
た
と
い
う
事
情
か
ら
、
木

材
不
足
を
補
う
目
的
で
国
を
挙

げ
て
、
北
海
道
を
含
む
全
国
各

地
に
造
林
を
始
め
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
全
土
の
約
１
割
が
ス

ギ
林
と
な
っ
て
い
る
▼
ス
ギ
の

伐
採
適
齢
期
は
約
40
年
と
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
本
来
国
策
で

始
め
た
伐
採
→
再
造
林
→
伐
採

の
サ
イ
ク
ル
が
機
能
し
て
い
な

い
。
も
は
や
花
粉
症
は
公
害
と

も
言
え
な
く
も
無
い
。
昨
今
の

森
林
保
護
、
国
外
か
ら
の
安
価

な
木
材
の
輸
入
に
よ
る
林
業
の

衰
退
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
簡

単
に
ス
ギ
を
伐
採
し
他
の
樹
木

に
植
え
替
え
る
と
い
う
こ
と
も

困
難
で
あ
る
▼
こ
れ
は
日
常
の

一
例
で
あ
る
。
今
、
私
達
が
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
公
害
や
弊
害
が
な
い

事
を
充
分
に
検
証
し
、
長
期
に

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
な
の
だ
と
思
う
。

副議長

小堺宏彦≪№44≫

   あたご３
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
試
着
室

着
れ
た
が
脱
げ
な
い

買
い
取
り
か
）
（
や
ら
れ
て
も

や
り
返
さ
ず
に

管
理
職
）
（
こ
の
世
を
ば

わ
が
世
と
ぞ
思
う

妻
の
留
守
）
（
年
金
を

受
け
る
年
頃

先
送
り)
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